







そのために､今 日求められている幼小連携像を明らかにした上で､教師 ･子 ども ･保護者による幼小
























































































































































24 _ -- 書 書 1-
i,Jl讐 F i雫顧 甑 責野 ~千 二~〒 ~三 =: ~霧矧
これ までに ､幼 保 小の 連 携を必 要 と感 じたの は どんなときで すか B(複 数 回等)
0% 10% 2 0 % 30% 40% 50 % 60% 70% 80 % 90 % 100%
■ 子 どもの 不 安や 心配 があるとき
団 入 学 前 後 の様子を知 りたいとき
巳 幼 保 と小 の つなが りを 知りたいとき
m 不 安 や 心 配 を相談 されたとき
田 保 育 や 教 育 方針を知 りたいとき
田 臭 学 年 交 流をしたいとき
ロ 特 に必 要 は 感 じない
図 1 幼小連携の現状調査
の意欲や必要性の実感について格差が生じている｡





































































































































重 要 重要_ヽ一′ )
小学校の教育課程










































































プ-ノ商 う ( 年) 戒雷雲 驚 孟去圭写三(1年)もうすぐ1誓 碧なかよしフェスタで遊ぼう (1.2年)
1午生
学痢 頭 落 しよう 声 コ長 会をしよ-(2年)(2年) i 雪 雲無 配 k5,aiML5'歳児)
なかよしハ○スホO-ト コンヒDユ弓で遊ぼう (6年) なかよしフェスタで遊ぼう (5歳児 .2年)
2辛 ! - ! -学痢 扇蒸 しよう 不 コ長 会をしよ- (1年) なかよしフェスタ寺遊ぼう (5歳児 .1年)
生 (1年) あした-ジヤシプ (4歳児)


















































































































































































































































































































に教員 ･子ども ･保護者の三者間の交流 ･連携を発
展させるとともに､三者それぞれの交流 ･連携を発
展させていく｡
教員間では､1校 1園だけではなく､1校と複数
の幼稚園 ･保育所との交流 ･連携を図る｡子ども間
では､小学校での異学年交流活動-､そして地域や
学童保育など学校外の異年齢子ども集団-と発展さ
せていく｡保護者間では､地域安全活動や子育てネ
ットワークの組織化-と発展させていく｡
このように､交流活動を段階的に発展させること
で､幼小連携を全面的に発展させていくのである｡
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1)例えば､幼小連携をテーマに文部科学省の研究開
発学校に指定された幼稚園 ･小学校の多くが国立
大学附属校園である｡例えば､上越教育大学､鳴
門教育大学､滋賀大学､岡山大学､山口大学､宮
崎大学､新潟大学､広島大学､香川大学が指定を
受けてきている｡
2)長野県幼児教育連絡会議 『幼保小の連携に関する
調査報告書』2003年｡
3)例えば､鳴門教育大学学校教育学部附属幼稚園 ･
佐々木宏子 『なめらかな幼小の連携教育-その実
践とモデルカリキュラム cーuチャイル ド社､2004
年､滋賀大学教育学部附属幼稚園 『学びをつなぐ
一幼小連携からみえてきた幼稚園の学び-』明治
図書､2004年､などがある｡
4)お茶の水女子大学子ども発達教育研究センター
『幼児教育と小学校教育をつなぐ一幼小連携の現
状と課題-』2005年0
5)同日｣市立今幼稚園 ･西小学校 『』
および岡山県教育庁指導課 『平成 14･15年度幼
･小連携に関する総合的調査研究事業 幼 ･小連
携事例集』2004年を参照｡
6)東京都中央区立有馬幼稚園 ･小学校､秋田喜代美
『幼小連携のカリキュラムづくりと実践事例一子
どもが出会う教師がつなげる幼小連携3年の成果
-』小学館､2002年｡
7)平成 12年度香川大学教育学部附属小学校公開研
究会資料より｡
Title:TheSignifcanceandPracticeProblemsof-'theInterchangeActivitybetweenKindetgartensand
ElementarySchoolsI-
YoshihisaSUMTNO(FacultyofEducationOkayamaUniversity)
Keywords:CooperationbetweenKindergartensandElementarySchools,InterchangeActivity,
Curriculum,CumiculumDevelopment,DifferentGradeInterchange
- 110 -
